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[2B_PL] 核融合炉の潜在的リスク

座長:谷川 博康(QST)

[2B_PL06] 総合討論

日本政府は内閣府統合イノベーション戦略会議にて「フュージョンエネルギー・イノベー

ション戦略」を決定し、フュージョンエネルギー実用化に向けた加速方針を示した。これに

基づき、内閣府は技術者や規制の専門家、一般市民から成るタスクフォースを設置し、

フュージョンインダストリーの育成や原型炉開発の促進も念頭においた安全確保の基本的考

え方の検討を開始した。並行して原子力学会ではエネルギー利用としての核融合の安全指針

を示すことを目的として「核融合炉の潜在的リスクとその評価手法」研究専門委員会を設立

し、議論を開始した。これらの議論をコミュニティーに広く紹介し、会員から意見を募るこ

とで、今後の議論の参考とする。


